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(54)【発明の名称】 流れ情報データ平均処理方法および超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波探触子の動きや被検体の体動に起因す
る不必要な残像を抑制する。
【解決手段】  重み制御部１は、パワーデータＰ又はＢ
モードデータＢの変化度合いが大きい時（相関係数Ｃが
小さい時）は該変化度合いが小さい時（相関係数Ｃが大
きい時）よりも最新の流れ情報データＤ(new)を強く反
映させるように重みαを変化させる。
【効果】  超音波探触子の動きや被検体の体動に起因す
る不必要な残像が抑制されると共に通常の流れの観察で
は十分な平均化の効果が得られる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  パワーデータ又はＢモードデータの変化
度合いを検出し、その変化度合いが大きいときは該変化
度合いが小さいときよりも最新の流れ情報データを強く
反映させるように重みを付けて最新の流れ情報データと
それより前の流れ情報データとを平均して平均流れ情報
データを生成することを特徴とする流れ情報データ平均
処理方法。
【請求項２】  超音波探触子と、被検体内に超音波パル
スを送信すると共に超音波エコーを受信して音線信号を
生成する送受信手段と、前記音線信号から流れ情報デー
タを生成する流れ情報データ生成手段と、前記音線信号
からＢモードデータを生成するＢモードデータ生成手段
と、パワーデータ又はＢモードデータの変化度合いを検
出する変化度合い検出手段と、前記変化度合いが大きい
ときは該変化度合いが小さいときよりも最新の流れ情報
データを強く反映させるように重みを付けて最新の流れ
情報データとそれより前の流れ情報データとを平均して
平均流れ情報データを生成する平均処理手段と、前記平
均流れ情報データから流れ情報表示データを生成する流
れ情報表示データ生成手段と、前記流れ情報表示データ
に基づいて画像を表示する表示手段とを具備したことを
特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】  超音波探触子と、被検体内に超音波パル
スを送信すると共に超音波エコーを受信して音線信号を
生成する送受信手段と、前記音線信号から流れ情報デー
タを生成する流れ情報データ生成手段と、前記音線信号
からＢモードデータを生成するＢモードデータ生成手段
と、前記流れ情報データから流れ情報表示データを生成
する流れ情報表示データ生成手段と、パワーデータ又は
Ｂモードデータの変化度合いを検出する変化度合い検出
手段と、前記変化度合いが大きいときは該変化度合いが
小さいときよりも最新の流れ情報表示データを強く反映
させるように重みを付けて最新の流れ情報表示データと
それより前の流れ情報表示データとを平均して平均流れ
情報表示データを生成する平均処理手段と、前記平均流
れ情報表示データに基づいて画像を表示する表示手段と
を具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、流れ情報データ平
均処理方法および超音波診断装置に関し、さらに詳しく
は、超音波探触子の動きや被検体の体動に起因する不必
要な残像を抑制することが出来る流れ情報データ平均処
理方法および超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】図４は、従来の超音波診断装置の一例を
示すブロック図である。この超音波診断装置５００で
は、超音波探触子３１および送受信部３２で被検体内に
超音波パルスを送信すると共に超音波エコーを受信して
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音線信号を生成し、ＣＦＭ（Color Flow Mapping）処理
部３３で流れ情報データすなわち速度データＶおよびパ
ワーデータＰを生成し、切換スイッチ３５ｄを介して、
速度データＶおよびパワーデータＰから選択した一方の
流れ情報データＤ(new)を平均処理部３６に入力する。
平均処理部３６は、最新の流れ情報データＤ(new)と、
フレームメモリ３７に記憶していた平均流れ情報データ
Ａ(old)とを次式により平均し、最新の平均流れ情報デ
ータＡ(new)を生成する。
Ａ(new)＝αo×Ｄ(new)＋｛１－αo｝×Ａ(old)
ここで、αo は、重みであり、０.６～０.８程度に固定
されている。ＤＳＣ（Digital Scan Converter）３８
は、前記平均流れ情報データＡ(new)から流れ情報表示
データを生成する。表示装置３９は、前記流れ情報表示
データに基づいて画面に流れ情報の画像を表示する。な
お、Ｂモード系については、説明を省略する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の超音波診断
装置５００では、平均化の十分な効果を得るために、
０.６～０.８程度に重みαo の値を固定していた。しか
し、超音波探触子３１を静止させて観測している場合に
は問題がないが、スクリーニング（screening）のため
に例えば図５に示す位置ａから位置ｂに超音波探触子３
１を動かすと、画面全体に流れがあったかのように表示
され、その残像がしばらくの間続くため、流れ情報を観
測しにくくなる問題点があった。また、被検体Ｋの体動
によっても同様の問題点を生じていた。そこで、本発明
の目的は、超音波探触子の動きや被検体の体動に起因す
る不必要な残像を抑制することが出来る流れ情報データ
平均処理方法および超音波診断装置を提供することにあ
る。
【０００４】
【課題を解決するための手段】第１の観点では、本発明
は、パワーデータ又はＢモードデータの変化度合いを検
出し、その変化度合いが大きいときは該変化度合いが小
さいときよりも最新の流れ情報データを強く反映させる
ように重みを付けて最新の流れ情報データとそれより前
の流れ情報データとを平均して平均流れ情報データを生
成することを特徴とする流れ情報データ平均処理方法を
提供する。超音波探触子の動きや被検体の体動がない場
合、パワーデータ又はＢモードデータはほとんど変化し
ない。しかし、超音波探触子の動きや被検体の体動があ
った場合、パワーデータ又はＢモードデータは大きく変
化する。そこで、上記第１の観点による流れ情報データ
平均処理方法では、パワーデータ又はＢモードデータの
変化度合いが大きいときは該変化度合いが小さいときよ
りも最新の流れ情報データを強く反映させるように重み
を変化させる。この結果、超音波探触子の動きや被検体
の体動があった場合は、超音波探触子の動きや被検体の
体動がなかった場合よりも、最新の流れ情報データが強
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く反映され、不必要な残像が抑制される。逆に、超音波
探触子の動きや被検体の体動がなかった場合は、超音波
探触子の動きや被検体の体動があった場合よりも、最新
の流れ情報データが弱く反映されるので、十分な平均化
の効果が得られる。
【０００５】第２の観点では、本発明は、超音波探触子
と、被検体内に超音波パルスを送信すると共に超音波エ
コーを受信して音線信号を生成する送受信手段と、前記
音線信号から流れ情報データを生成する流れ情報データ
生成手段と、前記音線信号からＢモードデータを生成す
るＢモードデータ生成手段と、パワーデータ又はＢモー
ドデータの変化度合いを検出する変化度合い検出手段
と、前記変化度合いが大きいときは該変化度合いが小さ
いときよりも最新の流れ情報データを強く反映させるよ
うに重みを付けて最新の流れ情報データとそれより前の
流れ情報データとを平均して平均流れ情報データを生成
する平均処理手段と、前記平均流れ情報データから流れ
情報表示データを生成する流れ情報表示データ生成手段
と、前記流れ情報表示データに基づいて画像を表示する
表示手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置
を提供する。上記第２の観点による超音波診断装置で
は、上記第１の観点による流れ情報データ平均処理方法
を好適に実施できる。
【０００６】第３の観点では、本発明は、超音波探触子
と、被検体内に超音波パルスを送信すると共に超音波エ
コーを受信して音線信号を生成する送受信手段と、前記
音線信号から流れ情報データを生成する流れ情報データ
生成手段と、前記音線信号からＢモードデータを生成す
るＢモードデータ生成手段と、前記流れ情報データから
流れ情報表示データを生成する流れ情報表示データ生成
手段と、パワーデータ又はＢモードデータの変化度合い
を検出する変化度合い検出手段と、前記変化度合いが大
きいときは該変化度合いが小さいときよりも最新の流れ
情報表示データを強く反映させるように重みを付けて最
新の流れ情報表示データとそれより前の流れ情報表示デ
ータとを平均して平均流れ情報表示データを生成する平
均処理手段と、前記平均流れ情報表示データに基づいて
画像を表示する表示手段とを具備したことを特徴とする
超音波診断装置を提供する。上記第３の観点による超音
波診断装置では、上記第１の観点による流れ情報データ
平均処理方法を好適に実施できる。
【０００７】
【発明の実施の形態】以下、図に示す実施の形態により
本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本発
明が限定されるものではない。
【０００８】－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装
置を示すブロック図である。この超音波診断装置１００
は、超音波診断装置本体部３０と，重み制御部１とから
構成されている。前記超音波診断装置本体部３０は、超
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音波探触子３１と、送受信部３２と、ＣＦＭ処理部３３
と、Ｂモード処理部３４と、切換スイッチ３５ｄと、切
換スイッチ３５ｑと、平均処理部３６と、フレームメモ
リ３７と、ＤＳＣ３８と、表示装置３９とを具備して構
成されている。前記重み制御部１は、閾値処理部２と，
相関係数算出部３と，フレームメモリ４と，重み最適化
計算部５とを具備して構成されている。
【０００９】前記超音波診断装置本体部３０では、超音
波探触子３１および送受信部３２で被検体内に超音波パ
ルスを送信すると共に超音波エコーを受信して音線信号
を生成し、ＣＦＭ処理部３３で前記音線信号から流れ情
報データすなわち速度データＶおよびパワーデータＰを
生成し、Ｂモード処理部３４で前記音線信号からＢモー
ドデータＢを生成する。前記速度データＶおよびパワー
データＰのいずれか一方は、切換スイッチ３５ｄにより
選択され、最新の流れ情報データＤ(new)として、平均
処理部３６へ送られる。前記パワーデータＰおよびＢモ
ードデータＢのいずれか一方は、切換スイッチ３５ｑに
より選択され、最新の制御データＱ(new)として、重み
処理部１の閾値処理部２へ送られる。
【００１０】前記重み制御部１において、閾値処理部２
は、制御データＱ(new)の所定の閾値以下のノイズ成分
をカットする。これは、変化度合いの検出に無意味な低
レベルのノイズ成分を除去して、検出精度を向上するた
めである。ノイズ成分をカットされた制御データＱ’(n
ew)は、相関係数算出部３およびフレームメモリ４に入
力される。
【００１１】相関係数算出部３は、前記制御データＱ’
(new)と，前記フレームメモリ４から読み出した１フレ
ーム前の制御データＱ’(old)との相関係数Ｃを算出
し、両者の変化が小さい場合は大きな値の相関係数Ｃを
出力し、両者の変化が大きい場合は小さな値の相関係数
Ｃを出力する。ここで、相関係数Ｃは、サンプリング
点、音線（１音線を構成する多数のサンプリング点の集
合）またはフレーム（１画面を構成する多数の音線の集
合）のいずれを単位として算出してもよい。
【００１２】相関係数Ｃの演算方法の一例としては、サ
ンプリング点単位の場合は、最新の値がＮ(t)、１フレ
ーム前の値がＮ(t-1)、値としてとりうる最大値をＮmax
とするとき、
Ｃ(t)＝１－｜Ｎ(t)－Ｎ(t-1)｜／Ｎmax
を相関係数Ｃとするものが挙げられる。また、音線単位
の場合は、１音線に渡るサンプリング点間についての前
記Ｃ(t)を合計し、１音線に渡るサンプリング点数で割
った値を相関係数Ｃとするものが挙げられる。また、フ
レーム単位の場合は、１画面に渡るサンプリング点間に
ついての前記Ｃ(t)を合計し、１フレームに渡るサンプ
リング点数で割った値を相関係数Ｃとするものが挙げら
れる。なお、フレーム単位や音線単位の場合は、公知の
２次元データ間や１次元データ間の相関係数の算出方法
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を用いてもよい。
【００１３】フレームメモリ４は、１フレーム前の制御
データＱ’(old)を出力し、最新の制御データＱ’(new)
を記憶する。
【００１４】重み最適化計算部５は、前記相関係数Ｃに
対して単調減少となる重みαを算出し、前記超音波診断
装置本体部３０の平均処理部３６へ送る。相関係数Ｃと
重みαの関係は、例えば図２に示すように、相関係数Ｃ
が下限閾値Ｃ１より小さい場合は重みα＝１であり、相
関係数Ｃが上限閾値Ｃ２より大きい場合は重みα＝０.
６～０.８であり、相関係数Ｃが下限閾値Ｃ１と上限閾
値Ｃ２の間の場合は重みα＝１からα＝０.６～０.８の
間を直線で結んだ値となる。なお、相関係数Ｃがフレー
ム単位の場合は、重みαもフレーム単位（１画面の全サ
ンプリング点で同一）となる。また、相関係数Ｃが音線
単位の場合は、重みαも音線単位（１音線の全サンプリ
ング点で同一だが、音線が異なれば重みαも異なる）と
なる。また、相関係数Ｃがサンプリング点単位の場合
は、重みαもサンプリング点単位（全サンプリング点で
重みαが異なる）となる。
【００１５】超音波診断装置本体部３０の平均処理部３
６は、最新の流れ情報データＤ(new)と、フレームメモ
リ３７に記憶していた平均流れ情報データＡ(old)とを
次式により平均し、最新の平均流れ情報データＡ(new)
を生成する。
Ａ(new)＝α×Ｄ(new)＋｛１－α｝×Ａ(old)
【００１６】ＤＳＣ３８は、前記平均流れ情報データＡ
(new)から流れ情報表示データを生成する。表示装置３
９は、前記流れ情報表示データに基づいて画面に流れ情
報の画像を表示する。
【００１７】以上の第１の実施形態にかかる超音波診断
装置１００によれば、パワーデータＰ又はＢモードデー
タＢの変化度合いが大きい時（相関係数Ｃが小さい時）
は該変化度合いが小さい時（相関係数Ｃが大きい時）よ
りも最新の流れ情報データＤ(new)を強く反映させるよ
うに重みαを変化させるから、超音波探触子３１の動き
や被検体Ｋの体動に起因する不必要な残像が抑制される
と共に通常の流れの観察では十分な平均化の効果が得ら
れる。
【００１８】－第２の実施形態－
先述の第１の実施形態ではＤＳＣの前に平均処理部を置
いたが、第２の実施形態はＤＳＣの後に平均処理部を置
く構成である。
【００１９】図３は、本発明の第２の実施形態にかかる
超音波診断装置を示すブロック図である。なお、先述の
第１の実施形態にかかる超音波診断装置１００と同じ構
成要素には同じ参照番号を付している。この超音波診断
装置２００は、超音波診断装置本体部４０と，重み制御*
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*部１とから構成されている。前記超音波診断装置本体部
４０において、ＤＳＣ３８ｄは、切換スイッチ３５ｄに
より選択された速度データＶまたはパワーデータＰのい
ずれかから最新の流れ情報表示データＤ(new)を生成
し、平均処理部３６へ送る。また、ＤＳＣ３８ｑは、切
換スイッチ３５ｑにより選択されたパワーデータＰまた
はＢモードデータＢのいずれかから最新の制御情報デー
タＱ(new)を生成する。上記以外は、先述の第１の実施
形態にかかる超音波診断装置１００と同じ構成である。
【００２０】以上の第２の実施形態にかかる超音波診断
装置２００によっても、超音波探触子３１の動きや被検
体Ｋの体動に起因する不必要な残像が抑制されると共に
通常の流れの観察では十分な平均化の効果が得られる。
【００２１】
【発明の効果】本発明の流れ情報データ平均処理方法お
よび超音波診断装置によれば、パワーデータ又はＢモー
ドデータの変化度合いが大きいときは該変化度合いが小
さいときよりも最新の流れ情報データを強く反映させる
ように重みを変化させるから、超音波探触子の動きや被
検体の体動に起因する不必要な残像が抑制されると共に
通常の流れの観察では十分な平均化の効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
ブロック図である。
【図２】図１の超音波診断装置における相関係数と重み
の関係を示す特性図である。
【図３】第２の実施形態にかかる超音波診断装置を示す
ブロック図である。
【図４】従来の超音波診断装置の一例を示すブロック図
である。
【図５】超音波探触子を動かした状態を示す説明図であ
る。
【符号の説明】
１００，２００            超音波診断装置
１                        重み制御部
２                        閾値処理部
３                        相関係数算出部
４，３７                  フレームメモリ
５                        重み最適化計算部
３１                      超音波探触子
３２                      送受信部
３３                      ＣＦＭ処理部
３４                      Ｂモード処理部
３５ｄ，３５ｑ            切換スイッチ
３６                      平均処理部
３８，３８ｄ，３８ｑ      ＤＳＣ
３９                      表示装置
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【図１】
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摘要(译)

解决的问题：抑制由于超声波探头的移动或对象的身体移动而引起的不
必要的残像。 解决方案：权重控制单元1的功率数据P或B模式数据B的
变化程度（当相关系数C小时）比变化程度小（相关系数C大时）大。 还
改变权重α，以便强烈反映最新的流量信息数据D（新）。 [效果]抑制了
由于超声波探头的移动和被检体的身体移动引起的不必要的残像，并且
通过观察正常的流动可以获得充分的平均效果。
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